
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
年
生
は
、
十
一
月
二
八
日
～
三
〇

日
の
三
日
間
、
修
学
旅
行
に
出
か
け

ま
し
た
。
大
阪
で
の
吉
本
新
喜
劇
の

観
劇
、
京
都
の
鮮
や
か
な
紅
葉
の
中

に
た
た
ず
む
歴
史
的
建
造
物
の
見
学

で
学
校
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
や

教
科
書
等
の
写
真
や
テ
レ
ビ
の
映
像

で
し
か
見
る
こ
と
が
な
い
も
の
を
実

際
に
実
物
を
見
る
こ
と
で
、
日
本
の

伝
統
文
化
の
良
さ
や
、
自
然
の
豊
か

さ
等
を
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 特

に
本
年
度
は
福
岡
の
安
川
電
機

や
新
日
鉄
八
幡
製
鉄
所
を
見
学
で
き

た
こ
と
で
日
本
の
産
業
の
歴
史
や
世

界
最
先
端
の
技
術
に
つ
い
て
見
識
を

広
め
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験

と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
本
校
は
日
頃
よ
り
「
凡
事

徹
底
」
を
実
践
し
、
あ
い
さ
つ
の
徹

底
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
旅
行
先

で
も
生
徒
達
は
出
会
う
人
に
挨
拶
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
挨

拶
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
」
と
い
う

お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
校
生
徒
の
素
晴
ら
し
さ
と
日
頃

の
生
活
か
ら
習
得
す
る
挨
拶
の
習
慣
化

の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
旅
行

中
、
体
調
不
良
者
も
な
く
、
学
年
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
勉
強
と
友
情
の

旅
」
が
実
践
で
き
た
三
日
間
で
あ
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。 

二
年
生
に
は
修
学
旅
行
で
得
た
経
験

を
生
か
し
本
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

               

  

十
二
月
二
日
（
土
）
、
相
浦
地
区
健
全
育
成
会

主
催
の
餅
つ
き
大
会
が
実
施
さ
れ
、
本
校
か
ら
陸

上
部
一
九
名
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
々
が
参
加
し
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
、
小
学
生
が
参

加
し
て
い
ま
し
た
。
生
徒
は
、
地
域
の
方
々
と
と

も
に
七
〇
ｋ
ｇ
の
餅
を
つ
き
あ
げ
ま
し
た
。 

ま
た
、
「
中
学
生
が
毎
年
参
加
し
餅
つ
き
を
行

っ
て
く
れ
る
の
で
非
常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
」

と
の
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
は

会
場
に
来
て
い
た
小
学
生
や
幼
児
に
優
し
い
言
葉

を
か
け
餅
つ
き
を
体
験
さ
せ
て
や
る
姿
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。
日
本
の
伝
統
行
事
の
良
さ
を
感

じ
る
行
事
で
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、
年
末
防
犯
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ

れ
、
吹
奏
楽
部
が
パ
レ
ー
ド
の
先
頭
で
プ
ラ
カ
ー

ド
を
持
ち
総
合
グ
ラ
ン
ド
か
ら
日
野
マ
ル
キ
ョ
ウ

ま
で
行
進
し
ま
し
た
。
「
ご
苦
労
様
」
な
ど
、
温

か
い
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め

て
、
相
浦
地
区
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と 

が
で
き
ま
し
た
。 
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校訓 

今日も、 

明るく、 

誠実に 

 

   
 六

日
（
水
） 

一
年
生
ふ
る
さ
と
歴
史
発
見 

 
 

 
 

 
 

 

（
一
～
四
校
時
） 

七
日
（
木
） 

人
権
集
会
（
五
・
六
校
時
） 

八
日
（
金
） 

生
徒
会
選
挙
（
五
・
六
校
時
） 

一
一
日
（
月
）
一
年
生
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ 

ン
プ
（
三
～
六
校
時
） 

一
二
日
（
火
）
～
一
三
日
（
水
） 

高
校
説
明
会
（
一
・
二
年
生
） 

一
二
日
（
火
）
ブ
ロ
ッ
ク
弁
論
大
会 

 
 

 
 

 
 

（
日
野
中
）
代
表
者
の
み
参
加 

二
〇
日
（
水
）
食
育
講
演
会
（
五
・
六
校
時
） 

二
二
日
（
金
）
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
四
校
時
） 

 
 

 
 

 
 

全
校
集
会
（
五
校
時
） 

二
五
日
（
月
）
～ 

冬
季
休
業
日 

     

十
一
月
二
十
四
日
（
金
）
十
九
時
よ
り
長
崎 

県
メ
デ
ィ
ア
指
導
員
・
長
島
學 

氏
を
講
師
と
し 

て
お
招
き
し
、
「
ス
マ
ホ
・
ネ
ッ
ト
社
会
こ
ん 

な
危
険
や
心
配
が
」
～
あ
な
た
も
・
子
ど
も
も 

被
害
者
・
加
害
者
に
～
の
演
題
で
ご
講
演
を
い 

た
だ
き
ま
し
た
。 

長
島
氏
の
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
も
と
に
講 

演
で
家
庭
で
の
情
報
機
器
の
取
り
扱
い
方
や
家 

庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
の
重
要
性
を
再
認
識
す 

る
内
容
で
し
た
。
当
日
は
、
多
数
の
保
護
者
の 

皆
様
が
参
加
さ
れ
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ 

と
が
で
き
ま
し
た
。 

多
く
を
学
ん
だ
修
学
旅
行
・
・ 

 

地
域
行
事
に
参
加
し
人
々
と
ふ
れ
あ
う 
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十
二
月
の
予
定 

家
庭
教
育
講
座 

 

 

 


